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退職のご挨拶 
校長 川村泰弘 

 

 

 

 

本校を退職するにあたり、ご挨拶を申し上げます。 

まずもってこの４年間、保護者の皆様には、本校の教育活動にお力添えをいただくとともに、

新型コロナウィルス感染症対策等で多大なるご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

さて、私は以前にも２１年間本校で教員をしていましたので、この４年間の校長職と合わせ

て、２５年間附属特別支援学校でお世話になりました。 

紙面をお借りして、少し昔の学校の思い出を紐解いてみたいと思います。 

私が最初本校に赴任したときは、主に高等部の学級を受け持たせていただきました。当時は１

学級に１２名在籍していたこともあり、生徒がぎっしりと教室内に机を並べて学習していたのを

記憶しています。 

宿泊学習は、毎年青森市や岩木町の青少年スポーツセンタ

ーでキャンプをしました。生徒たちと薪を燃やしたかまどで

カレーを作って食べたり、狭いテントの中に一緒に寝袋を並

べて寝たりしたことが思い出に残っています。 

ミラクルな出来事もありました。修学旅行で東京ドームの

巨人・広島戦をライトスタンドで観戦したときのことです。

何と選手の打ったボールが一直線に飛んできて、生徒がその

ボールを拾ったのです。生徒たちにとっても、私たち教員に
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とっても最高の記念になった修学旅行でした。 

平成３１年に弘前大学の制度改正があり、それまでは大学の先生（校長）と副校長が一緒に附

属学校の運営をしていましたが、この年から専任の校長が置かれることとなりました。私はすで

に青森第二高等養護学校の校長を最後に県の教員を退職していましたが、ご縁があって再び附属

特別支援学校に着任させていただきました。 

まず、１５年ぶりに着任して驚いたのが、改修し

てきれいになった校舎です。自動で点灯する廊下の

蛍光灯や、エレベーター、エアコンの配備など、快

適な学習環境と、その中で元気いっぱい活動する子

どもたちの姿を見て感激しました。 

附属特別支援学校には大学との共同研究、教育実

習を通した教員養成、そして研究成果等の発信によ

る地域貢献といった役割がありますが、この４年間

は「地域に開かれた学校づくり」を学校経営の基本

方針に掲げ、特に、スポーツ活動や造形活動、キャリア教育を経営の重点として取り組んできま

した。 

しかしながら、令和元年度末からの新型コロナウィルス感染症の影響で、行事や地域交流など

の活動が大きく制限を受けることになりました。それでも、先生方と一緒に ICT の導入や活用を

進め、オンラインでの交流及び共同学習や地域人材の活用、職場見学等を実施するなどして、で

きるだけ地域とつながる手立てを模索してきました。 

この３年間は子どもたちの安全確保を第一に考え、コロ

ナ対策に重点を置かざるを得ませんしたが、オンラインや

iPad を積極的に活用したことで、地域と連結した学習環境

が構築され、ICTの活用も本校の特色の一つになりました。 

「ピンチはチャンス」という言葉を聞いたことがありま

すが、コロナ禍にありながらも ICT という新しいツールを

使って、子どもたちに地域とつながる経験や、地域を活用

した教育活動の場を提供できたことは、とてもよかったと思っています。 

私がこの学校に来て何よりも幸せだったのは、子ど

もたち、保護者の皆様、先生方と出会えたこと、そし

て、学習活動や行事等でたくさんの感動をみなさんと

共有できたことです。 

詩人の相田みつをさんは、「感動が人を動かし、出

会いが人を変える」と言っています。みなさんと味わ

ったたくさんの感動が、私にとって次の目標に向かう

原動力となりました。そして、この学校でみなさんと

出会えたことが、私にとって大切な宝物となりまし

た。 

児童生徒のみなさん、保護者の皆様、そして先生方、４年間本当にありがとうございました。 

これからも健康に留意され、ご活躍されることをお祈りしています。 
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日（曜日） 全体行事 小学部 中学部 高等部 

１日（土）  
 
学年始休業    

２日（日） 

３日（月） 

４日（火） 

５日（水） 

６日（木） 

７日（金） 

８日（土） 
始業式（午前）11:00 下校 

入学式（午後） 
   

９日（日）     

１０日（月） 登下校指導～１１   身体測定 

１１日（火）   身体測定  

１２日（水） 父母の会第 4 回役員会 身体測定   

１３日（木）    聴・視力検査（３年生） 

１４日（金）   新入生を迎える会 
対面式 

聴・視力検査（２年生） 

１５日（土）     

１６日（日）     

１７日（月） 眼科検診 新入生を迎える会 
 聴・視力検査（１年生） 

生徒総会 

１８日（火） 全校集会  聴・視力検査（３年生）  

１９日（水）   聴・視力検査（２年生）  

２０日（木）   聴・視力検査（１年生）  

２１日（金）     

２２日（土）     

２３日（日）     

２４日（月） 尿検査①、皮膚科健診    

２５日（火） 小児科検診    

２６日（水）     

２７日（木） 歯科検診    

２８日（金）    胸部 X 線検査（１年生） 

２９日（土） 
参観日、父母の会総会 
12:10 下校（給食なし） 

   

３０日（日）     

現時点での予定です。新年度になりましたら、改めてお知らせします。 

「学校で、どんな活動をしているのだろう？」「他の学部の様子も知りたい」という保護者の皆様の思いに寄

り添った紙面作りに心がけ、学校だよりを発行してきました。おかげさまで、今年度は１７回発行することがで

きました。少しでも学校の状況が伝わっていたら、幸いです。 

次年度も、引き続き学校だよりを発行する予定です。どうぞよろしくお願いいたします。 

一年間ありがとうございました。 

 


